
大阪環境カウンセラー協会
エコアクション２１地域事務局大阪
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大阪環境カウンセラー協会（地域事務局大阪）の取組

2

１９９６年 大阪環境カウンセラー協会（ＯＥＣＡ）発足

２０００年 廃棄物処理業向け
「環境活動評価プログラム」マニュアル作成
登録支援を実施

環境省補助事業

２００２年 大阪府、環境省、大阪府工業協会主催
「大阪エコアクション２１宣言」セミナー開催
ステップ２にエコアクション２１登録が盛り込まれる

ＯＥＣＡが
全面的に協力
魚住、宇田が講演

２００３年 認証・登録制度のパイロット事業に参加 暫定審査人１号、２号は大阪（第１号は大畑氏）
審査様式（開始会議、審査チェックリスト等）を作成
認証登録第１号は大阪府内の高槻オート㈱
（授与式を大阪ＡＴＣグリーンエコプラザで実施）

２００４年 地域事務局大阪発足
ＥＡ２１導入チーム発足（のちに普及戦略会議に）

２００５年 自治体イニシャティブ・プログラム実施 大阪市、吹田市、富田林市

２００６年 関係企業グリーン化プログラム実施 大阪ガス、アスクル

２００７年 食品事業者向けガイドラインパイロット事業に参画



エコアクション２１普及活動の歴史

3

２０００年に大阪府産業廃棄物協会と協働で発行した「エコアクション２１マニュアル」

大阪環境カウンセラー協会設立の１９９８年以来、
環境カウンセラー事業者部門の主要活動と位置付けて取り組んできた。



エコアクション２１普及のための体制
一般財団法人 持続性推進機構
エコアクション21中央事務局
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エコアクション２１普及委員の役割

■自治体や企業・団体にＥＡ２１の普及活動

・自治体に自治体イニシャティブ・プログラムを提案、説明会の開催

・企業や団体にグリーン化プログラムを提案、説明会の開催

・ＥＡ２１普及戦略会議で情報交換・共有化、自己研鑽

■自治体イニシャティブ・プログラム、グリーン化プログラムの世話人

・自治体や企業・団体と協働で各種の準備

（会場の手配、テキストの準備、メーリングリストの開設など）

・協力する講師（審査人）の選任と研修

・プログラムの実施

・プログラム申請書作成、報告書作成
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ＥＡ２１普及戦略会議を活用した普及活動

開催日：毎月第３土曜日 １４時半～１７時

場 所：隣接会議室

共催：地域事務局大阪（ＥＡ２１普及委員会）

大阪環境カウンセラー協会（ＥＡ２１普及戦略会議）

議 長：大阪環境カウンセラー協会 ＥＡ２１普及戦略部門長

兼地域事務局 ＥＡ２１普及委員長

議 題：

・自治体イニシャティブ・プログラム及びグリーン化プログラムの普及について

・事務局からの連絡事項（普及状況、判定委員会等で問題となる事項）

・法令研究

・審査で役立つ情報（省エネ、化学物質管理、３Ｓ等）

・審査で困ったことなどのディスカッション、その他 6

化学物質のリスクアセスメント
支援プログラム専門員研修



自治体イニシャティブ・プログラムの実績（１）

平成１７年度 （３自治体）（全国１８自治体）
大阪市、吹田市、富田林市

平成１８年度 （４自治体） （全国３４自治体）
大阪市、吹田市、富田林市・河南町、堺市

平成１９年度 （４自治体） （全国３７自治体）
大阪市、吹田市、堺市、茨木市、大東市
（枚方市、豊中市、富田林市は説明会するも少なく最寄の自治体に合流）

平成２０年度 （４自治体） （全国４７自治体）
大阪市、吹田市、堺市、大東市、（和歌山市）
（枚方市、茨木市、豊中市、富田林市は説明会するも少なく最寄の自治体に合流）

平成２１年度 （７自治体） （全国４１自治体）
大阪市、吹田市、堺市、大東市、（和歌山市）、豊中市、枚方市、摂津市
（富田林市・河南町・大阪狭山市、高槻市は説明会するも少なく最寄の自治体に合流）
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自治体イニシャティブ・プログラムの実績（２）
平成２２年度 （６自治体）（全国３２自治体）
大阪市、吹田市、大東市、豊中市、茨木市、和歌山市

平成２３年度 （２自治体） （全国３３自治体）
堺市、東大阪市

平成２４年度 （０自治体） （全国２９自治体）
（大阪市はなにわエコ会議ＧＰに、堺市、高槻市、富田林市は説明会するも少なく、
なにわエコ会議ＧＰに合流）

平成２５年度 （０自治体） （全国３１自治体）

（大阪市はなにわエコ会議ＧＰに、堺市、富田林市は説明会するも少なく、なにわエコ
会議ＧＰに合流）

平成２６年度 （１自治体）（全国２２自治体）
東大阪市

（大阪市はなにわエコ会議ＧＰに、堺市、富田林市は説明会するも少なくなにわエコ会
議ＧＰに合流）
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平成２７年度 （０自治体）（全国２２自治体）

（大阪市はなにわエコ会議ＧＰに、堺市、富田林市は説明会するも少なくなにわエコ会
議ＧＰに合流）



自治体イニシャティブ・プログラムの推移
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関連企業グリーン化プログラムの実績（１）

１８年度 （２組織）（全国で３組織）
大阪ガス、アスクル

１９年度 （３組織）（全国で６組織）
大阪ガス、アスクル、大阪府中小企業家同友会

２０年度 （３組織）（全国で２３組織）
アスクル、大阪府中小企業家同友会、東京海上日動火災保険

２１年度 （５組織）（全国で２５組織）
大阪府中小企業家同友会、東京海上日動火災保険、羽曳野市商工会
あいおい損保、イーコマース

平成２２年度 （６組織）（全国３３組織）
大阪府中小企業家同友会、東京海上日動火災保険、羽曳野市商工会

あいおい損保、関西経済連合会、大阪府産業廃棄物協会 10



関連企業グリーン化プログラムの実績（２）
平成２３年度 （９組織） （全国３７組織）
大阪府中小企業家同友会、東京海上日動火災保険、羽曳野市商工会

あいおい損保、関西経済連合会、大阪府産業廃棄物協会、河内長野市商工会、狭山
商工会議所、大阪市一般廃棄物適正処理協会

平成２４年度 （８組織） （全国３２組織）

大阪府中小企業家同友会、東京海上日動火災保険、あいおい損保、関西経済連合会、
大阪市一般廃棄物適正処理協会、大阪信用金庫、摂津水都信用金庫、

平成２５年度 （５組織） （全国２７組織）

大阪府中小企業家同友会、大阪市一般廃棄物適正処理協会、大阪信用金庫、なに
わエコ会議、大阪自動車リサイクル協同組合

平成２６年度 （４組織） （全国２０組織）

大阪府中小企業家同友会、大阪市一般廃棄物適正処理協会、大阪信用金庫、なに
わエコ会議
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平成２７年度 （５組織） （全国２０組織）

大阪府中小企業家同友会、大阪市一般廃棄物適正処理協会、大阪信用金庫、なに
わエコ会議、生長の家大阪教区栄える会



関係企業グリーン化プログラムの推移
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自治体との協働（普及委員の活動）
イニシャティブ・プログラム普及活動（一例）
大阪市 なにわエコ会議 元事務局・企業部会長・企画委員

環境経営推進協議会 事務局
環境審議会委員

吹田市 商工会議所環境部会への参画
すいたアジェンダ２１ 産業部会世話役

富田林市 日常のコミュニケーション

堺市 日常のコミュニケーション

豊中市 中小企業支援アドバイザー派遣事業への参加
とよなかアジェンダへの参画

大東市 商工会議所への提案

枚方市 地域活性化支援センターで協力
内部環境監査員研修に協力
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事業者との協働（普及委員の活動）
関連企業グリーン化プログラム普及活動（一例）

大阪府中小企業家同友会 環境部会への参画（ボランティア活動）
（ＤｏＹｕＥｃｏ、環境レポート大賞、各種セミナー）

関西経済連合会 大手企業ＧＰ経験者とのネットワーク

大阪府産業廃棄物協会 会員が役員、普及委員が会員

商工会議所・商工会 普及委員が会員

地元での市民活動

認証取得企業が主催 認証取得企業のフォローアップから実現

なにわエコ会議 大阪市からの提案（自治体より柔軟に進められる）

組合系 取得企業が役員会で提案
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大阪市との協働（普及委員の活動）
なにわエコ会議での活動

エ
コ
ラ
イ
フ
部
会

委員総会

環
境
教
育
・
啓
発
部
会

企画委員会

環
境
に
配
慮
し
た
企
業
部
会

なにわエコウェーブ

環境に配慮した企業部会の活動
・環境マネジメントシステム説明会の企画・実施
・ＥＡ２１スクールの企画・実施
・二酸化炭素削減コンペの企画・実施
・各種イベントへの参画
・出前講座への講師派遣

なにわエコウェーブ
（年２回発行の）
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大阪市なにわエコ会議の活動
環境に配慮した企業部会による
節電・省エネコンペ

対象期間：７月～９月
審査会：２月末
表彰式・事例発表会：
内容：
取組み：デマンド低減、消費量削減に取り組み

その結果を応募用紙にまとめて提出。
優秀な事業者に表彰と副賞を贈呈

呼びかけ
なにわエコウェーブ
大阪市環境経営推進協議会会員に郵送
なにわエコ会議のホームページに掲載
省エネセミナー、視察研修会、セミナー、
ＥＡ２１スクール参加者に呼びかけ

表彰式

受賞者事例発表 16



大阪市なにわエコ会議の活動
NEW環境展（NEXPO）にブース出展

日時：２００９年９月３日（木）～５日（土）

場所：インテックス大阪

内容：中小企業向け環境経営システムの紹介やEA21大

阪市自治体イニシャティブ・プログラムへの参加の呼びか
けを実施
（３社が大阪市自治体イニシャティブ・プログラムに参加）
※審査人が２名交代でスタッフとしてブースで説明

ブースでの展示・説明
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なにわエコウェーブへの記事掲載
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大阪市環境経営推進協議会との協働

視察研修会

大阪市環境経営推進協議会の事務局を大阪市より受託
・各種セミナーの企画・実施
・視察研修会の企画・実施
・環境経営かわら版の編集

セミナー
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大阪市との協働
環境経営推進協議会との共催による
ＥＡ２１説明会
案内：「なにわエコウェーブ」

「なにわの環境経営かわら版」
説明会開催
事例発表 認証取得事業者
（昨年度の大阪市自治体イニシャティブ・プログラム参加事業者）
共催：なにわエコ会議環境に配慮した企業部会

大阪市環境経営推進協議会
ＥＡ２１地域事務局大阪

協力：大阪市、ＥＡ２１中央事務局

説明会
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大阪府中小企業家同友会との協働
～環境経営分科会への参画～

•環境経営分科会で毎月定例会合

•ＤｏＹｕＥｃｏ（二酸化炭素削減コンペ）の企画・実施

•環境活動レポートコンテストの企画・実施

•ＥＡ２１説明会の開催（２回／年）

•ＥＡ２１スクールの企画・実施

•セミナー講師
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大阪府中小企業家同友会との協働
～EA21スクール～

•２００４年ＥＡ２１スクールの提案・開催
•２０１６年通算１３回目のＥＡ２１スクール開催
•ＥＡ２１スクールの企画・実施
•ＥＡ２１スクールでは認証取得企業の社長が直接指導
•これまでに約９０社が認証取得

環境部会長の挨拶 開催当初のＥＡ２１スクールの様子 22



大阪府中小企業家同友会との協働
～DoYuEco（事業者版環境家計簿～

２００７年 ２７社
２００８年 ３９社
２００９年 ８０社目標
２０１０年～全国で展開
審査
大阪環境カウンセラー協会
表彰
大阪同友会総会にて表彰

CO2削減分を換算して植林
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大阪府中小企業家同友会との協働
～大阪同友会環境レポートコンテスト～

時期
毎年２～３月
応募方法
ＥＡ２１認証取得企業は自動的に参加
ＩＳＯ認証取得企業他は自主的に応募
審査
大阪環境カウンセラー協会
表彰
大阪同友会総会にて表彰
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たかつき環境市民会議での活動

•エコ事業所グループに参画（グループ長以下５名）

•市主催の環境マネジメントシステム説明会に参画

•ＣＯ２削減コンペの企画・実施

環境マネジメントシステム説明会

25



自治体イニシャティブ・プログラム
個別フォローの様子（大阪市）

大阪市自治体イニシャティブ・プログラム
•１事業者に対し１名の講師（審査人）を割り当て
•審査人の力量向上にも貢献
（各地域のプログラムのリーダーも参加し、情報の共有化を図っている）
•講師料は１回当り３千円程度
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プログラムの進め方

メーリングリストによる連絡網及びＱ＆Ａの構築

メールでのテキスト事前配付と情報提供

事前調査表によるスタート前の準備

担当講師による宿題のフォロー

担当講師によるメールでのフォロー

Ｅｃｏ－ＣＲＩＰによるフォロー

落ちこぼれ対策として、午前中のフォロー

27



集合研修での問題点とその対応策

問題点 その対応策

半日４回での
短時間での研
修に限界があ
る

•事前調査表での事前準備の充実

•メーリングリストによる中間でのフォローアップ

•担当講師によるメールでのフォローアップ

•担当講師による集合研修日午前中の活用

•毎月の定例の無料相談会の活用

•次回以降のスクールへの参加

ひな形を使用
するため、各
社の特徴が出
にくい

•ひな形は書き方の説明にとどめ、事例集として多様なサンプ
ルを用意する

•自社の取り組みを反映して頂くように助言する

•書類審査で、充分余裕を持って、改善するように助言する

•現地審査で、現場をよく見て、その事業者の実態に見合った
内容となるように指導・助言する

Ｅ
ｃ
ｏ
｜
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
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集合研修での問題点とその対応策

問題点 その対応策

様々な業種の
事業者が参加
するため、業
種別マニュア
ルの説明が不
足する

•個別フォローで業種別マニュアルの要求事項を説明する

•午前中の個別フォローで業種別マニュアルへの対応を始動
する

落ちこぼれが
多い

•代表者に第１回と第４回に出席をお願いする

•代表者にキックオフ宣言をしていただく

•できるだけ多くの講師に参加していただく（マンツーマンで）

•次回以降のスクールに継続して参加していただく

Ｅ
ｃ
ｏ
｜
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
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ハンドブックの必要性
～構築支援や審査で事業者に役に立つ事例集～

30

全国交流研修大会を絶好の機会と捉え、
日頃の普及戦略会議での成果を１冊の冊
子にまとめました

各テーマのリーダーが中心となって、
約50名の審査人がボランティアで作

成に取り組みました。



FaceBook 「エコアクション２１研究会大阪」
～日常的なコミュニケーション～

31

中央事務局に先を越されましたが、現在３５名が参加し、情報の共有化を図っています。
（現在は大阪環境カウンセラー協会会員のみの非公開としています）



エコアクション21の構築・支援に必要な情報を公開
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大阪を中心とした審査人がボランティア
で運営しています。

 構築に必要な様式集
 環境関連法令情報
 負荷低減の事例
等を紹介



集合研修で使用する様式集を掲載
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審査人同士の情報の共有（２－１）
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審査人同士の情報の共有（２－２）
審査人プラザ
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大阪の普及活動のまとめ
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 日頃から地元自治体や関係事業者団体と日頃から良好なコミュニケーションを築く。

 自治体イニシャティブ・プログラム、関係企業グリーン化プログラムをどんどん提案する。

 最大限にＥｃｏ－ＣＲＩＰ支援制度を活用する（できるだけ支援相談人になる）。

 同上プログラムを新規取得のみならず取得事業者の落ちこぼれ対策にも活用する。

 構築支援や審査での助言に役立つ事例集を共有する（今回のハンドブック）。

 自治体に地球温暖化対策実行計画の区域施策編にエコアクション２１の普及を盛り込
んでいただくように働きかける。

 積極的に普及戦略会議に参加して、自ら自己研鑽し、真に事業者に役に立つエコアク
ション２１となるように努める。

認証取得３万件（大阪３千件）に向けて、模範となるように積極的に取り組む。


